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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２３年　２月　２4日　（木）
司会者　藤原　英佳　　　記録　上野　雅人
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・本日、院内研修があります。業務以外のスタッフは、参加してください。

・2月28日(月)「新人研修」3月10日（木）・11日（金）「学生指導」17：30～18：30看護グループ内研修があります。業務以外の看護スッタフは、全員参加してください。

・千葉良Ｄｒより連絡があり、3/1（火）の休みを3/2（水）に変更すると連絡がありました。3/1（火）は出勤で、3/2（水）がお休みになります。
＜患者様連絡事項＞
・村井　八郎様～3/3（木）10：00～　家族面談予定となっています。（今後の方針に

　　　　　　　　ついて）当日御家族来院時、SWへ連絡して下さい。（SWも同席

します。）
・中野　英男様～点滴止め、23日夕～食事開始となっています。

　　　　　　　　フルニトラゼパム（催眠鎮静剤）（１）１×vds/２T　食事は粥・キザミ。アイソジェンはついていません。食事摂取状況について観察していきましょう。

・村田　タカ様～血圧高値時の予測指示継続となっています。（2/25～3/11）

・谷内　愛子様～臨時薬は同し内容にて7日分継続処方となっています。日中の過ごし方

　　　　　　　　スタッフへの心気的・希死的な発言や自殺企図等の行動化について観察

　　　　　　　　していきましょう。

· 川守田　惇様～23日夕～テグレトール（抗てんかん剤）（100）３T　

レボトミン（精神神経用剤）（５）３T　３×ndE/７T処方となっています。

　　　　　　　　日中の過ごし方や、周囲とのトラブル、夜間の睡眠状況について観察していきましょう。又、歩行状況についても併せて観察し、転倒のないよう援助していきましょう。

・橋本　万様～23日夕～サワシリン（抗菌剤）３C　　３×ndE/７T　　　

　　　　　　　　　　　ラシックス（利尿剤）（40）１T　１×朝/2T処方となっています。

　　　　　　　両下肢の状況や排泄状況について観察していきましょう。　

・藤田　金弘様～2/24分ロゼクラート（抗菌剤）（１ｇ）１V＋生食100ｍl×２回（４°、１６°）

　　　　　　　　2/25胸部レントゲン（9時頃）予定となっています。

　　　　　　　　食事摂取状況や排泄状況をはじめ、全身状態の観察・確認を行い

　　　　　　　　行いましょう。

・丸屋　庄司様～絶飲食期間を含め11日間排便ない為、主治医へ情報提供し、グリセリン浣腸120ml施行しています。普通便多量に確認しています。

　　　　　　　　2/28予定の採血を本日実施。結果は川端Drに報告して下さい。

　　　　　　　　排泄未確認の情報共有を速やかに行い、医師への報告に遅れが生じない　　

　　　　　　　　ようにしましょう。主治医より週末排便がなければ2/28（月）に

　　　　　　　　報告するよう指示があります。

・吉田　寿雄様～2/23夕に低血糖症状あり。予測指示施行するが、血糖51mg/dlまでしか上昇せず、当直医報告し、20％ブドウ糖20ml2本施行の指示あり。施行し血糖116mg/dlまで上昇。再度当直医報告にて、2/23の就床前薬のレボトミン（精神神経用剤）（５）２Tは中止とし、2/24朝のノボリンNは12単位→10単位へ減量し、朝食前薬のアマリール（糖尿病用剤）（1）３Tは服用させるようにと指示あり。2/240：30血糖23mg/dl、当直医報告にて20％ブドウ糖20ml2本施行の指示あり。施行し、0：50血糖70mg/dl、当直医報告指示にて、ソリタT３　500mlを８時間かけて施行。デキスター2時、4時、6時、8時での指示あり。血糖300mg/dl以上で当直医へ報告。血糖70mg/dl以下で20％ブドウ糖20ml2本施行の指示あり。改善なければ当直医へ報告。朝のノボリンNは10単位→8単位への変更の指示でています。

　　　　　　　　（主治医指示）

血糖測定2/24夕食前後、2/25０時、３時、６時の指示あり。低血糖時は予測指示で対応して下さい。それでも上がらない時は田名部Drに連絡して下さい。2/25朝のインスリンは8単位、アマリール（糖尿病用剤）はそのまま内服させて下さい。食事摂取状況と低血糖・高血糖症状

観察を詳細に行うようにしましょう。

・勉強会（転倒・転落）実施しています。

　※別紙参照

＜平成22年度年間業務報告＞　　　

　＜担当業務＞

　　排泄

＜業務内容＞

・排泄表の作成・見直し

　　・検温表の作成・見直し

　　・オムツ見直し

　　・家族連絡表の作成

　　・月一で私物庫の整理を行う

　　・家族連絡表の見直し

＜年間報告＞

　　・排泄表はカンファレンス内で話があった通り、全員分の氏名を入れ、個々の排泄状況を確認する事が出来るものとなった。また、使用したオムツ枚数を記入する欄を作り、どのくらいオムツを使用しているのか分かるようにした。

　　・検温表は他スタッフの協力の下で、分かりやすい物になった。

　　・ユニット移動の際など、定期的に排泄表・検温表を更新することが出来た。

　　・オムツの見直しは、スタッフ間で意見があった際に話し合い、個々に合わせたオムツを使用できた。

　　・家族連絡表・アズール発注表を使用し、いつオムツ依頼・発注したか、いつオムツが届いたかが分かるようにした。

　　・私物庫の整理は、個人のオムツをまとめ、他スタッフにも協力してもらい、分かりやすくした。

＜次年度に向けての改善点＞

　　・オムツ依頼に関してのクレームがあった為、家族連絡表やアズール発注表を用いて、また、私物庫の確認を徹底させ、クレームの無いようにしていく。また二重に依頼がない様にする。

　　・それに伴い、家族連絡表・アズール発注表は記載漏れの無いように、職員に周知してもらう。

　　・オムツ等が足りなく他者から借りた際は、ご家族に持ってきて頂く際、その旨を確実に説明し、クレームのない様にする。

　

＜担当業務＞

家族支援
＜業務内容＞

①疾病教育に使用する資料作り

②面会時に、ご家族へ個別に疾病教育の実施

③家族指導を行うスタッフを育成

＜年間報告＞

①疾病教育に使用する資料作り（基礎編・介護保険編）を作成し、SGM・AOMより使用許可

　あった為、使用。疾病教育を実施する家族をピックアップする為、表を作成し使用。

②ご家族の面会時、15分程度の勉強会を行っていく事、目的（退院を促すものではない）を

説明し、ご家族へ個別に疾病教育を実施。

　実施人数→年間7名

　ご家族からの感想→一人で悩んでいて辛かった、悩みを話せてよかった。

③カンファレンス内で、看護スタッフをメインとして勉強会を実施したが、介護スタッフへも

　情報共有、ご家族との関わりを増やしていけるように併せて勉強会を実施。

＜次年度に向けての改善点＞

・介護保険編の資料については、カンファレンス内で説明する。看護スタッフ全員が、

　疾病教育実施していけるように、再度勉強会を行う。

・クリニカルパス、地域復帰支援検討会と連動して運用する。

・資料の内容を見直し、必要であれば改訂していく。

＜担当業務＞

食　事

＜業務内容＞

· 食事形態の検討

· 席の見直し

· 摂取状況の観察・検討

· 栄養Ｔとの連携・情報共有

· 入院時・転棟時の食事形態確認

＜年間業務報告＞

ＮＣＰ評価及びケース検討時、患者様の評価に沿って食事形態の検討を行った。

嚥下状態・血液検査結果を踏まえ、再検討するケースやトロミ食の患者様のお茶を寒天に変更した。
ホールでの見守りが必ずできるように患者様の席替えを行った。（下半期にも座席について

　検討し、座席変更を行った。）

＜次年度に向けての改善点及び行動計画＞

患者様各自のメニュー（糖尿病食やキザミ、全粥、ミキサー食等）について把握し、スタッフが配膳時に確認をしていく。

食事摂取状況について、患者様に適切な食事形態であるかをカンファレンスにて評価・検討し、体重の増減や種々のデータと合わせて栄養Ｔと連携し主治医へ情報提供をしていきます。

　

＜担当業務＞

　　洗濯

＜業務内容＞

　　・洗濯料金の見直し

　　・月一で衣類の名前付けを検討

　　・各担当者へ受け持ち患者様の衣類チェック（不足している衣類・名前のチェック）
＜年間報告＞

　　・洗濯料金の更新を期日内に提出する事が出来た。

　　・上半期に引き続き、月一での衣類の名前付けを行う事が出来なかった。

　　・不足している衣類に関しては、各担当者がご家族へ依頼する事が出来ている。

　　・洗濯に関してのクレームもなく行えた。引き続き、業者洗濯の方・家族洗濯の方を職員へ周知させる。

＜次年度に向けての改善点＞

　　・不足している衣類だけではなく、チェストに入りきらない衣類や着れない衣類等は、ご家族に説明し、処分または持ち帰って頂く。

　　・衣類の名前付けに関しては、確認する事が出来ていない。業者やご家族が衣類を持ってきた際に確認できればいいのだが、実際は難しい為、チェスト内の整理も含め検討していく。

















































